
政党等名 2013年参院選 2016年参院選 2017年衆院選 2019年参院選

自由民主党 16,064 19,116 16,483 18,424

立憲民主党+国民民主党

（民主党、民進党）
7,727 14,366 16,854 15,457

日本共産党 7,307 8,151 5,989 6,138

みんなの党 6,267 - - -

公明党 3,876 4,301 3,790 4,075

日本維新の会
（おおさか維新の会）

4,832 4,012 1,683 4,427

社会民主党 1,450 2,190 635 1,186
れいわ新選組

（生活の党、山本太郎とな

かまたち）
1,018 1,830 - 4,869

ＮＨＫから国民を守る党 - - - 1,133

その他 2,553 4,220 1,596 896

比例選　政党等別得票数 （小金井市）

得票数 当落 候補者氏名 党派

12,849 当 西岡 真一郎 無所属

10,048 五十嵐　京子 無所属

10,045 白井　とおる 無所属

5,786 岩渕　美智子 無所属 市議３名

　2015年12月小金井市長選挙

推薦／支援団体／個人

小金井の未来をつくる会

自民党、公明党、前市長

市議７名

茨城大学名誉教授、獨協大学名誉教授

雨 宮 昭 一 氏

多様性豊かな小金井市には熟議の政治を

本年７月21日に行われた参院選の結果は、全

国的にも東京都でも小金井市でも共通性がある。

議席上では自民党が多いが、自民も含め議席数、得票率ともに過

半数を越える政党は存在しない。政党は多数で多様であり一党で

は政権を取れない、つまり争

点が単純な一党優位制でも二

大政党制でもない状態である。

この傾向は小金井市では一

層著しい。様々なストックを

持ちつつ、グローバル化、低

成長、高齢化、少子化、財政

難、格差などの事態は、既成

の政治の機能不全、安全保障

や基地問題の政策の手詰まり、

社会の多様な要素の表出の不全をもたらしている。それゆえに新

たな政治のあり方、手詰まりを打開する政策、多次元の多様性＝

ダイバーシティの表出、が課題となり小金井市はそれらへの対応

においていずれも先端にいることは、本紙2018年12月25日号に書

いた通りである。

そのような先端的で豊かで複雑な地域の首長－市長は、上記の

課題の実現をさらに進めるために、以前のような多数党の与党を

背景に一元的に政策を決め実行する、というかたちよりも（とい

うかそれは不可能で不自然になっている）、市民や与野党関係で

はない議会、議員、会派の考えを聞きながら、決定的な案ではな

くたたき台を出し、それを議員個々、多様な会派、市民、地域の

多様な市民団体などとじっくりと共に熟議を行い、政策を決め、

実行していくことがふさわしい、と思われる。そこでは原案を修

正する場合に修正案を出した議員や会派は公的に説明責任を果た

し、市民に判断材料を与えなければならないことは言うまでもない。

発行：市民運動新聞編集委員会

〒184-0011東京都小金井市東町4-15-29

電話：042-383-6611FAX：042-383-6465
http://shimin-undo-np.jp/

☆世界政府の樹立を

☆ツケを子どもに回すな

☆生態系の尊重を
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駅前コスモ認可保育園
小金井市東町４-４２-１-２０６

第二コスモ認可保育園
小金井市梶野町５-８-２０-Ｂ

荻窪コスモ認証保育園
杉並区荻窪５-６-５-1F

第四コスモ小規模認可保育園
小金井市梶野町５-８-２５-101

なかみなみコスモ認可保育園
中野区南台３ｰ６ｰ17-3F

第六コスモ認可保育園
小金井市梶野町５-３-２５-211

成田コスモ認可保育園
杉並区成田西３-８-１２

こだはなコスモ小規模認可保育園
小平市花小金井南町１-25-33-１F

武蔵境コスモ認可保育園
武蔵野市境１-20-５

詳 し く は 右 記 ま で
お問い合わせください

株 式 会 社 コ ス モ ズ
総務部 鈴木・中村 TEL042-383-3030

保育士（有資格者） 時給 1 , 18 5円～

パ ー ト 募 集

第十コスモ保育園
小金井市東町４ｰ10

みたいぐコスモ保育園
三鷹市井口１-９

ふちしらコスモ保育園
府中市白糸台３-４４

就 業 時 間 : ① 7 :1 5 ～ 1 1 :0 0

② 1 5 :0 0 ～ 2 0 :0 0

休 日 等 ： 土 日 祝 他

(勤務地により時間変更あり）

★遅番出来る方、大歓迎！★遅番・早番手当あり！ ★ボーナスあり！

★有給休暇制度あり！ ★交通費あり！ ★社会保険制度あり！

こだきしゅコスモ保育園
小平市花小金井南町１ｰ２５-３３-１Ｆ

テレビ、スマホ、カーナビの受信料

をとることは“常識”といえるか

編集委員 佐野 浩

東
小金井駅が９月10日で開業55周年を迎える。小金井市内の駅としては1917年

の新小金井駅、24年の武蔵小金井駅に続く３駅目の開業で、国内初の「請願

駅」。ＪＲでは周辺の商店会と協力して東小金井駅及び高架下で、ステージやワー

クショップなどのイベントを11月３日(日）、４日（月祝）に開催する予定だ。

詳
し
く
は

こ
ち
ら
ま
で

（コスモ教育センター）

Ｔ Ｅ Ｌ ( 代 ) ０ ４ ２ - ３ ８ ３ - ６ ４ ６ ４

Ｅメール east ernjk@cosmo-kyoiku-center.jp

東 小 金 井 駅 南 口 す ぐ

学校の授業が

楽しくなる!!

小・中・高生

個人指導で弱点補強を!!東 進 塾

夏 期 講 習 生 募 集！

●後期：7日間／8月５日・６日・７日・8日・9日・10日・11日

●講習料金例 １対１完全指導（完全個人指導）
小中高生 １科目

７日間 21,000円

詳しくはお問い合わせください！

小人数クラスあり

ま だ 間 に 合 い ま す ！

ＮＰＯ法人地域生活支援センター

そら理事長 加藤了教氏

野党一本化が市長選の鍵

参議院選挙の結果の特

徴は、先の衆議院選挙に

引き続いて野党の一本化

が進み成果を出したこと

で改憲派が３分の２を確

保できなかったこと、重

度の障害がある方が２名当選したことでは

ないでしょうか。障害者差別解消法が施行

され、小金井市にも昨年10月差別解消条例が施行されました。国

会にも障害者への合理的配慮、バリアフリー化実施がより強く求

められるようになりました。

党派選挙である参議院選挙（国政選挙）と、必ずしも党派選挙

ではない小金井市長選挙を展望することは難しいところがあると

思います。共通するところがあるとすれば「野党一本化」ではな

いでしょうか。

2015年の市長選挙結果を見ると、

当選者西岡真一郎氏（１万2849票）

と次点五十嵐京子氏や３位白井とお

る氏との差はそれぞれ2800票程度。

岩渕美智子氏得票は5786票でした

（下表参照）。野党が一本化すれば

当選する可能性が大きいと見ます。

しかし西岡氏と小金井市議・河野律

子氏の動きはあるようですが、その

他の動きは見えません。

仮にドタバタで決める

ようでは苦杯を舐める

ことになるでしょう。

参院選結果を読む
どうなる小金井12月市長選

こがねい女性ネットワーク前代表 中村良子氏

市長には良き市民で使命感のある人

例えば、子どもの貧困は７人に１人、ひとり

親家庭の２人に１人の問題だという。貧困は子

どもの未来を閉ざし転がるように連鎖する。こ

れは単に政策や条例など理屈で解決できる問題ではない。「優し

い心」を育む温もりのある街を作るという固い意志を必要とする。

市長として私が期待する条件はまず、余裕のある人。教養があっ

て、家庭や家族を大切にしつつ良い市民であろうとする人。第２

の人生として使命感を持って市政に奉仕できる人。出来れば、芸

術家肌。芸術家は更なる完成度を目指し、努力するから。（二面へ）

2017年４月、金田法相（当時）はＮＨ

Ｋ受信契約義務を定めた放送法を「合憲」

とする意見書を最高裁に提出。17年12月、

最高裁（寺田裁判長）は同義務規定を

「合憲」とする初判断を示す。19年５月、

東京地裁、「テレビを見られるカーナビ

もＮＨＫと受信契約結ぶ必要あり」と判

決。ＮＨＫは「パソコン、携帯も受信料

請求の対象」との見解発表。

19年７月の参院選で「ＮＨＫのスクラ

ンブル化（受信料支払い者のみ見られる

ようにする）」を唯一の政策とした「Ｎ

ＨＫから国民を守る党」は比例区で98万

7885票を獲得し、立花代表が当選。TOKYO

MX（地上波９ch）のモーニングCROSS（７月

24日）で、ＮＨＫのスクランブル化に賛成

2064票、反対708票と発表。国民と最高裁

との意見の相違はどこから生じるのか？

1950年、放送法が施行された時、ラジ

オを流していたのはＮＨＫのみであった

ため、ラジオ受信機の購入はＮＨＫラジ

オを聞くこと。だから受信契約も“常識”

と受け入れられたろう。しかし、その後、

民間放送が増え、しかもデジタルデータ

放送が普通になり、テレビやスマホやカー

ナビにもＮＨＫ放送が侵入できる時代に

変化した。この変化の中で国民はテレビ、

スマホ、カーナビを買ったらＮＨＫと受

信契約を結ぶことを“常識”と考えなく

なっているのではないか。

歴史法学の大家ヴィノグラドフ（1854

～1925）は「市民の権利・義務は法によっ

て生き、法の世界は民衆の常識から生ま

れる」と言う。俗に「法は偉大な常識」

とも言う。ＮＨＫを見る気もなく、テレ

ビ、スマホ、カーナビを買った者にＮＨ

Ｋ受信料の契約義務を課し、受信料を払

わせることが“常識”か否か、今国民に

問われている。

７月21日投開票、第25回参院選結果によると、小金井市での比例選得票数は自民・公明合わ

せて約２万2400票。立憲・国民は合わせて約１万5400票、そこに、社民、れいわを合わせると

約２万1500票となる（下表参照）。ちなみに2015年小金井市長選では、当選した西岡真一郎氏

が一部の保守票を取りこんだことが明らかになっている。今年12月の市長選では、４年間の西

岡市政の評価がどれだけ票に反映するか、また共産党がどのような対応をするのかに注目が集

まっている。そこで本紙は識者３人に論じてもらった。なお、本紙５月25日号で既報の通り、

自民党小金井総支部は河野律子・小金井市議を市長選に擁立することを決めている。


